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➨㸳学ᖺࠕయ⫱ࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ ⚄㇂ ₶࣭Ụ部⣖⨾子 

２᭶２１日㸦ᅵ㸧 㸲㝵㹀ᐊ  １㸮㸸㸮㸮㹼１㸮㸸㸲㸮 㸦話し合い１１㸸㸮㸮㹼１１㸸㸲㸳㸧 

㸯 ༢ඖྡ ᛶࡔࢇ࡞࡚ࡗ㸽 

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

子どもたちは、≉に␲うことなく㸺ዪ㸼㸺⏨㸼であろうとする。ྰ、もしかするとなっているだけか

もしれない。出⏕前の࢚ࢥー෗┿にጞまり、自分の㌟体的≉ᚩ、名前、性別グධḍ、「⏨ዪ」という࿧

び方。学校⏕活においても、性別で分かれて୪ぶ、╔᭰えのス࣌ースを分ける、トࣞ࢖など当たり前の

ようにまるでୡの中には２つの性しかないかのように分けられる。཭ே関係においても㸺同性㸼でのか

かわりへと೫重するேがቑえてきているが、一方で≉に「性」を気にせࡎにかかわるேもいて、性自認

とࡑの᭕᫕さとの間にあるのが見て取れる。また、性自認௨እでも⏕活に性認㆑のၥ題がᇉ間見えるの

も஦実である。例えᤲࡤ㝖をあまり✚ᴟ的にしないேから「ᐙでは全てẕがやってくれるので」という

発ゝがあった。このような཯᚟によって子どもたちは自↛と性とᙺ๭がỴ定࡙けられ、行Ⅽに⌧れてく

るともゝえるだろう。しかし、こうした性Ỵ定や性のᴫ念、ᙺ๭に「ṇしさ」はない。「ၥ題は㌟体だ」

と㏙べるேがいるように、㌟体的≉ᚩによって⏕き࡙らさをᢪえているேもୡ⏺には኱ໃいるし、㸺ዪ

性㸼㸺⏨性㸼であるがᨾに⏕き࡙らさをឤじているேもいることは自明であるにもかかわらࡎ、なかな

かࡑれらのၥ題はゎᾘに至らないのが⌧≧である。 

こうした性のၥ題は、学校においてはタࣈーどされることが多い。「性教育」という࣡ーࢻが⌧れる

だけでゐれてはいけないこと、話題にしてはいけないことという「つไ⥺」がᙇられることすらある。

しかし、小学校教育において性に関するෆᐜを学ぶのは、理科における「体のつくり」の学⩦や体育に

おける「体の発育࣭発㐩」を࢖メーࢪしがちだが、道ᚨや≉別活動、ࡑの௚の学⩦においても取り組む

ことはྍ⬟である。性のၥ題とは⏕きることࡑのものであり、領域にとらわれることなく学ぶことが求

められる。つまり、本༢元は体育であるᚲせはないのかもしれない。よって、本༢元は子どもの実ែか

ら⌧時点で取り組むことが求められると考えて設定した༢元である。 

子どもたちは、昨年度に理科や体育での学⩦は⤒㦂してきているものの、性のၥ題として取り上げる

のはึめてである。ࡑこで、まࡎはၥ題意㆑をᣢつために࢙ࠗࢪンࢲーもやもや発見࢝ー࠘ࢻを౑って

ーにࢲン࢙ࢪにはさまざまなࢻーのၥ題にὀ目することから対話をスタートさせる。この࢝ーࢲン࢙ࢪ

関する話題が♧されており、࢝ーࢻにゐれながら話し合うことで、子ども一ே一ேにとって⤒㦂の㐪い

や関ᚰをᣢつ࣏࢖ントの␗なりが㢧になるだろう。ࡑれを出し合い、自௚の関ᚰにゐれて議ㄽすること

によって、࢙ࢪンࢲーがきっかけではあるものの、性のၥ題にᖜᗈくゐれ、考えるᶵ会としたい。ただ

し、あくまでも࢙ࢪンࢲーに関する話題は導ධにすࡂない。ࡑのまま子どもたちのၥいが࢙ࢪンࢲーに

ついて✺きワめていくことになるか、ࡑれともࣗࢩࢡࢭアࣜ࢕ࢸやࡑの௚のၥ題に発ᒎしていくのかに

ついては、子どもたちの関ᚰに寄りῧって進めていくண定である。子ども一ே一ேが自㌟のこと、௚者

のこと、ୡ⏺のこと、⏕きることとして考えをᕠらせ、自㌟の考えをၥうことにつながることを願う。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸰᫬㛫┠㸭඲㸳᫬㛫㸧 

１ ２                            㸳 

࢚࢜ࣜンࢸーࣙࢩン 

性に関する理ゎをᣑᙇする。 

から考えたい話題を㑅び、ၥい「ࢻーもやもや発見࢝ーࢲン࢙ࢪ」

を❧て、互いの考えを⫈きあう。 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 㑅んだၥいについて互いの考えを⫈きあい、「性」のᴫ念や自㌟の౯್ほと向き合う。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

ࢢ、を᣺り㏉り࠘ࢻーもやもや発見࢝ーࢲン࢙ࢪ࣭ࠗ

ルーࣉでỴめた話題について話し合う。 

࣭あるࢢルーࣉの話題について全体で話し合う。 

࣭話し合いを受けて、自分が考えたことを᣺り㏉る。 

࣭自分たちのࢢルーࣉの話題について考えを⫈きあい、ၥいを出し合ってい

く。全員での対話の際に話したことは、ḟ時௨㝆のࢢルーࣉの対話の際に

継⥆して᣺り㏉るようにする。 

࣭全員での対話ではできる㝈りⰍ々なேの意見を⫈きあうことを重どする。 

 ࡜ࡇ࠸ࡓࡋ࡟ヰ㢟࡛࠸ྜࡋᤵᴗᚋのヰڧ

 子どもたちの姿をもとに、小学校教育における性の学⩦㸦性教育㸧のྍ⬟性について考えたい。 

➨㸳学ᖺࠕ⟬ᩘࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ ஂୗ㇂ 明 

２᭶２１日㸦ᅵ㸧 㸲㝵㸿ᐊ  １㸮㸸㸮㸮㹼１㸮㸸㸲㸮 㸦話し合い１１㸸㸮㸮㹼１１㸸㸲㸳㸧 

㸯 ༢ඖྡ ๭ྜ㸫ۑ෇ᘬࡁのۑ࡜࣏࣮ࣥࢡ㸣ᘬࡁの࣏࣮ࣥࢡを౑͐࡜࠺㸫 

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

第㸳学年で学⩦する๭合は、子どもにとって理ゎが㞴しいෆᐜであるとゝわれている㸦例えࡤ、ẚ

㍑㔞࣭ᇶ‽㔞࣭๭合、ならびにࡑれらの関係をᢕᥱすることの㞴しさについては、全ᅜ学ຊ࣭学⩦≧ἣ

ㄪᰝにおいても、これまで⧞り㏉し指᦬されてきた㸧。こうした≧ἣをᨵၿしようと、これまでにも多

くの実㊶が行われており、⌧行の学⩦指導せ領では、第㸲学年で「⡆༢な๭合」をᢅうなど、様々なᕤ

ኵがなされている。本実㊶においても、これまでに行われてきた実㊶を参↷しながら、๭合の理ゎがよ

り深まるような学びを構想していきたいと考えている。また、๭合の理ゎのために、๭合ࡑのものに向

き合うだけでなく、๭合の考えがᚲせとされる場面において、子どもたちが᮲௳を自ら設定し、᳨ウ࣭

ุ᩿をしていくこともしていきたい。 

具体的には、本時において、�� ෇引きのࢡー࣏ンと ��㸣引きのࢡー࣏ンをᣢっている場合に、どち

らを฼⏝した࡯うが௦㔠がᏳくなるのかを考えていく。導ධでは ��� ෇のရ≀を㉎ධする場面を取り上

げる。�� ෇引きのࢡー࣏ンを⏝いた場合は ���㸫��㸻����෇�となる。また、��㸣引きのࢡー࣏ンを⏝

いた場合は �������㸻���෇�、���㸫��㸻����෇�となり、いࡎれもᨭᡶ㢠は ��� ෇で同じである。し

かしながら、この同じという⤖果は、㉎ධするရ≀の౯᱁が ��� ෇であったために⏕じたものである。

子どもからは、ࡑの点を指᦬する発ゝや「いつでも同じなのか」というၥいが出てくることがண想され

る。ࡑのような発ゝをきっかけに、どのような場合に �� ෇引きのࢡー࣏ンを฼⏝した࡯うがᏳくなり、

どのような場合に ��㸣引きのࢡー࣏ンを฼⏝した࡯うがᏳくなるのかを考えていく。さらには、ရ≀

の౯᱁が኱きくなる࡯ど ��㸣引きのࢡー࣏ンの࡯うがᏳくなる理⏤などについても考えたい。 

の㐣程では、互いの考えやゝⴥを୎ᑀに⫈きあい、ᘧやᅗなどと関係࡙けながらㄝ明しあい、皆ࡑ

で考えを深めていくことを኱ษにしていく。ࡑして、ࡑのような学びを通して、ᕪの考えと๭合の考え

を対ẚさせながら、๭合とは２つの数㔞の間の関係ᴫ念であり、ᇶ‽㔞の኱きさによってẚ㍑㔞が変化

するという≉ᚩを、ᨵめて捉えられるようにしていきたい。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦�� ᫬㛫┠㸭඲ �� ᫬㛫㸧 

㸦１㸧๭合            㸱時間 

㸦２㸧ⓒ分率のၥ題࣭⦎⩦     㸱時間 

㸦㸱㸧๭引࣭๭ቑのၥ題       ２時間 

㸦㸲㸧活⏝࣭まとめ     本時１時間目�２時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

２✀㢮のࢡー࣏ンのどちらを౑う࡯うがᏳくなるのかについて、㔠㢠を変えながら考ᐹする活動を

通して、ᕪの考えと๭合の考えを対ẚさせ、ᇶ‽㔞に╔目してࡑの理⏤をㄝ明することができる。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

� ၥ題をᢕᥱする。 

 ��� ෇のရ≀を㈙います。 

 �� ෇引きのࢡー࣏ンと ��㸣引きのࢡー࣏ンをᣢっています。 

どちらを฼⏝した࡯うがᏳく㈙えますか。 

� 自ຊゎỴ࣭考えのඹ᭷をする。 

�� ෇引き㺖㺎㺬㺽㺻㸸���㸫��㸻���㸦෇㸧 

��㸣引き㺖㺎㺬㺽㺻㸸�������㸻��㸦෇㸧����㸫��㸻���㸦෇㸧 

� ͆いつでも同じになるの㸽͇ 

Ѝどのような場合に��෇引きの㺖㺎㺬㺽㺻の方がᏳくなり、どのよ

うな場合に ��㸣引きの㺖㺎㺬㺽㺻の方がᏳくなるのかを考える。 

� 本時の学⩦をࡩり㏉る。 

࣭考える時間をとり、自分の考えや理

⏤を、ᘧやᅗなどを⏝いてㄝ明する

ことをಁす。 

࣭考えをඹ᭷する際には、ᘧだけでな

くᅗなどとも関係࡙けながら、互い

にㄝ明しあい、皆で考えを☜認して

いく。 

 ࡜ࡇ࠸ࡓࡋ࡟ヰ㢟࡛࠸ྜࡋᤵᴗᚋのヰڧ

数学的ࢽ࣑ࣗࢥケーࣙࢩンがなされていたか。また、考えを⫈きあうことが、๭合の考えの理ゎに

つながっていたか。 

－ 140 － － 141 －


